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CnHm + n H2O → n CO + (m/2 + n) H2      （1） 































































3H2O 等)が反応を妨げているためであると考えられる．  
図 2 の(f)に撹拌速度 0[rpm]，90[℃]の場合を示す．無撹拌の場合においても，制御性がある
ことが判明した．しかし，撹拌がある場合より水素製造量が大幅に減少することが判明した．





試料粉末重量 [g] 5 
水量 [ml] 80 
撹拌速度 [rpm] 1350 1350 
1350 
なし 
温度 [℃] 60 60 
30,50,60 
70,80,90 
実験時間 [min] 360 360 
開始，停止を 
4回繰り返す 



























３－３ Al-Sn合金と Al-Zn合金による水素製造実験 












 ４－1 純アルミ－水反応方式と他の方式との比較 





















図 7 実験装置 
５．結言 
 本研究により明らかになった結果を以下に示す． 
(1) 加熱実験：純 Al では，反応させる温度が 70～90[℃]の場合は水素製造の制御は容易であり，
宇宙機の推進系に適していると考えられる． 
(2) 粒径変化実験：粒径が 20～0[μm]の場合，水素製造量は大幅に増えることが判明した． 







  今後の課題を以下に示す． 
①Al 合金推進系の制御方法を確立． 
 本実験では純 Al の制御方法を確立したが，Al 合金の制御方法は確立していない．水素製
造を制御できる Al 合金を開発する． 
②Al-Sn 合金以外の常温でも水と反応する Al 合金粉末の開発． 
 Al-Sn 合金のような添加金属が少なくても常温で水と反応する Al 合金を開発し，宇宙機推
進系に適用する． 
③水素製造能力の高い Al-5[%]Zn-5[%]X，Al-5[%]Sn-5[%]X  (X=In，Ga，Sb，Ni 等)を開発． 
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